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を
図
る
ほ
か
、
認
可
外
保
育
施
設
の
支

援
を
継
続
し
、
入
所
児
童
の
処
遇
向
上

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
は
長
田
地
区
児
童
館
建
設
事

業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
児
童
館
・

児
童
セ
ン
タ
ー
が
未
設
置
の
地
区
に
お

い
て
は
、
自
治
会
公
民
館
を
活
用
し
て

子
ど
も
た
ち
に
遊
び
を
与
え
る
児
童
健

全
育
成
巡
回
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
事
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
育
児
の

相
互
援
助
活
動
を
推
進
し
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
利
用
支
援
な
ど
多
様
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
図
り
、
安
心
で
き
る
子

育
て
環
境
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
自
動
償
還
払
い
が
県
内
の
医
療
機

関
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
利
便
性
が
向

上
し
ま
し
た
。
入
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
中
学
校
卒
業
ま
で
全
額

助
成
を
実
施
し
、
通
院
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

児
童
を
対
象
と
し
て
全
額
助
成
し
て
お

り
ま
す
が
、
県
の
拡
充
の
動
向
を
踏
ま

え
本
市
に
お
い
て
も
助
成
対
象
者
の
さ

ら
な
る
拡
充
を
検
討
し
ま
す
。

　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
平
成
26
年
度

は
本
市
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
沖
縄

国
際
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
「
ひ
と
り

親
家
庭
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
同
事
業
に
取
り
組
み
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
生
活
向
上
と
安
定
に
向
け
て

総
合
的
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
問
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
の
機
能
強
化
を
図
り
、
子
ど

も
の
安
全
確
保
と
虐
待
防
止
に
努
め
ま

す
。
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
問

題
に
つ
い
て
は
、市
民
へ
の
広
報
、啓
発
、

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
Ｄ
Ｖ
防
止
啓

発
事
業
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
女
性
相

談
員
に
よ
る
相
談
と
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
被
害
者
の
ケ
ア
、
自
立
を
支

援
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
者
等
が
地
域
で
生
活
す
る
た
め
の
基

礎
作
り
を
行
う
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
Ⅰ
型
の
開
所
に
向
け
て
、
準
備
を
進

め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
チ
ュ

イ
シ
ー
ジ
ー
の
心
で
創
る
健
康
福
祉
社

会
」
の
形
成
に
向
け
て
、
宜
野
湾
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

総
合
相
談
や
支
援
事
業
お
よ
び
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
「
地
域
の
支
え
合
い
で
、
高
齢

者
の
健
康
・
安
心
を
築
く
」
た
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
や
各
自
治
会
と
連
携
し
、

生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
宜
野
湾
市
シ

ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
二
次
予
防
の
介
護
予
防
教
室
へ
の

参
加
率
の
向
上
を
目
的
に
、
自
ら
介
護

予
防
教
室
の
開
催
場
所
ま
で
移
動
で
き

な
い
者
を
対
象
と
し
て
、
介
護
予
防
教

室
の
会
場
ま
で
の
送
迎
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の

拠
点
整
備
に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）
伊

利
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
取
り

組
み
、
平
成
28
年
４
月
の
供
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
施
設
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
赤
道
に
あ
る
宜
野
湾
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
も
包
括
し
て
指
定
管
理

者
制
度
導
入
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

低
所
得
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
就

学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
低
所
得
世
帯

ま
で
対
象
を
拡
大
し
、
教
育
の
格
差
や

貧
困
の
連
鎖
の
解
消
を
目
的
に
「
子
ど

も
の
学
習
支
援
事
業
」
と
し
て
通
塾
の

支
援
を
継
続
し
ま
す
。
生
活
保
護
世
帯

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
「
自
立
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
実
施
推
進
事
業
」
を

活
用
し
て
的
確
な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
ぎ
の
わ
ん21（
第
２
次
）」お
よ
び「
宜

野
湾
市
食
育
推
進
計
画
」
の
２
本
を
大

き
な
柱
と
し
て
、
妊
娠
期
・
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
と
食
育
活
動
を

推
進
し
、
健
康
増
進
施
策
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
康
管
理
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
極
め
て
感
染
力
の
高
い
お
た

ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
費
用
を
、
１
歳

児
を
対
象
に
継
続
し
て
全
額
助
成
い
た

し
ま
す
。
市
民
の
健
康
支
援
に
つ
い
て

は
、
各
種
が
ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査

の
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
の
意
識
の
高
揚
を

図
り
な
が
ら
、
受
診
率
の
高
い
自
治
会

に
表
彰
お
よ
び
報
奨
金
の
授
与
を
行
う

な
ど
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

病
院
受
診
の
際
に
特
定
健
診
や
各
種
健

診
事
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
特
定

健
診
受
診
券
を
一
体
型
に
す
る
こ
と
で

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
後

発
医
薬
品
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
普
及
促
進
を
図
る
な
ど
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　
「
安
全
な
都
市
の
く
ら
し
を
ま
も
る
」

た
め
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、「
宜

野
湾
市
地
域
防
災
計
画
」
の
大
幅
な
見

直
し
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
、

危
険
箇
所
等
に
つ
い
て
住
民
へ
周
知
を

行
う
な
ど
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
今
後
も
定
期
的
に
津
波
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
住
民
へ
基
地
内
を
通
る
避

難
経
路
の
周
知
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
と
対

策
を
図
る
た
め
自
主
防
災
組
織
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
登
録
に
つ
い

て
は
、
宜
野
湾
市
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
対
策
協
議
会
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
要
介
護
者
や
障
が
い
認
定
者
な

ど
の
要
配
慮
者
を
約
１
千
８
百
名
登
録

し
ま
し
た
。
今
後
は
平
常
時
か
ら
避
難

行
動
要
支
援
者
の
情
報
を
支
援
関
係
者

と
共
有
し
、
安
心
・
安
全
な
社
会
と
な

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
市
民
が
安
心
・
安
全
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
業
務
高

度
化
資
機
材
緊
急
整
備
事
業
や
消
防
備

品
整
備
事
業
を
行
い
、
高
規
格
救
急
自

動
車
お
よ
び
現
場
指
揮
車
の
更
新
や
、

消
防
設
備
・
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
よ

り
定
員
を
増
員
し
、
災
害
対
応
力
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
等
の
教
育
訓
練
に
お
い
て
指
導

的
役
割
を
担
え
る
よ
う
充
実
・
強
化
を

図
り
ま
す
。
こ
の
他
、
市
民
を
対
象
に

救
命
講
習
会
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及

啓
発
や
、
防
火
対
象
物
の
安
全
性
の
向

上
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
促
進
、

高
齢
者
お
よ
び
災
害
弱
者
の
防
火
安
全

対
策
指
導
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
交
通
指
導
員
お
よ
び
関
係
機
関
等
と

連
携
を
図
り
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
に

向
け
た
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

防
犯
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
防
犯
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、引
き
続
き
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」

を
推
進
し
ま
す
。

　
「
次
世
代
に
誇
れ
る
持
続
発
展
可
能

な
都
市
を
形
成
す
る
」
施
策
の
展
開
を

図
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
市
民
へ
普
及
啓
発
を
図
る
た
め

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
事
業
」
を
、
国
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
等
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
「
快
適
な
く
ら
し
を
支
え
る
美
し
い

都
市
基
盤
整
備
を
す
す
め
る
」
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
健
全
な
市
街
地
の
整
備

と
生
活
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、
引
き

続
き
宇
地
泊
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

お
よ
び
佐
真
下
第
二
土
地
区
画
整
理
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
伊

利
原
市
営
住
宅
が
平
成
27
年
度
の
完
成

を
予
定
し
て
お
り
、
住
宅
困
窮
者
に
対

し
て
快
適
な
居
住
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
道

宜
野
湾
11
号
、
市
道
我
如
古
21
号
等
の

主
要
路
線
の
着
実
な
推
進
と
、
市
道
長

田
１
号
の
通
学
路
の
歩
道
整
備
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
道
路

や
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
た

対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
計
画
的
な

維
持
・
修
繕
に
努
め
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
３･

４･

71
号
普
天
間
線
整
備
事
業
を
推
進

し
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
の
形

成
を
図
る
た
め
早
期
整
備
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
水
道
事
業
は
、
佐
真

下
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
に
お

け
る
新
規
配
水
管
布
設
工
事
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
重
要
幹
線
で
あ
る
基
幹

管
路
に
つ
い
て
、
耐
震
化
や
水
質
の
向

上
を
図
る
た
め
の
布
設
替
え
を
行
い
、

災
害
に
も
強
い
管
網
構
築
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
給
水
管
の
改
良
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
漏
水
防
止
対
策
を

強
化
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
を
図

り
水
道
施
設
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

行
政
区
域
の
約
90
％
に
お
い
て
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
残
る
地
域

の
整
備
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
４
月
１
日
を

目
標
に
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計

移
行
に
着
手
し
ま
す
。

　

公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
野
嵩

第
一
公
園
お
よ
び
比
屋
良
川
公
園
の
整

備
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
ま
た
、
上

大
謝
名
街
区
公
園
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
の
工
事
完
成
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

風
景
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
中
に
景
観
条
例
を
施
行
し
、

景
観
計
画
の
運
用
開
始
を
図
り
ま
す
。

円
滑
な
景
観
行
政
の
運
用
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
や
事
業
者
等
へ
の
周
知
・

啓
発
、
な
ら
び
に
将
来
的
な
基
地
の
跡

地
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
を
踏
ま

え
て
調
査
・
検
討
を
行
い
、
豊
か
で
潤

い
の
あ
る
風
景
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
墓
地
等
の

経
営
の
適
正
化
お
よ
び
墓
地
等
と
周
辺

環
境
と
の
調
和
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
普
天
間
街
道

を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た
普
天
間
お
よ

び
真
栄
原
の
２
地
区
に
お
い
て
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
交
流
拠
点
の
整
備
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
普
天
間
地
区
で
は

門
前
の
風
情
を
活
か
し
た
交
流
拠
点
の

整
備
、真
栄
原
地
区
に
お
い
て
は（
仮
称
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
有
す
る
交
流
施
設
の
整
備
に
向
け

て
、
平
成
27
年
度
は
調
査
業
務
を
行
い

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
真

栄
原
地
区
に
お
い
て
は
、
交
流
施
設
の

整
備
に
併
せ
て
道
路
整
備
も
進
め
ま
す
。

　
「
基
地
の
返
還
と
市
民
の
た
め
の
跡

地
利
用
を
促
進
す
る
」
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。
米
軍
基
地
普
天
間
飛
行
場
は
、

戦
後
69
年
も
の
間
、
航
空
機
事
故
の
危

険
性
や
騒
音
被
害
等
、
市
民
の
生
活
環

境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

経
済
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
米
軍
ヘ
リ
が
墜
落
す
る
事

故
や
M
V-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
強
行
配

備
等
、
市
民
の
基
地
負
担
は
も
は
や
限

界
に
達
し
て
お
り
「
世
界
一
危
険
な
基

地
」
と
い
わ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
危

険
性
は
一
刻
も
早
く
取
り
除
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
・
県
・
市
で
構
成
す
る
「
普

天
間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
会
議
」
に

お
い
て
、
K
C
１
３
０
空
中
給
油
機
全

15
機
の
山
口
県
岩
国
飛
行
場
へ
の
移
駐

や
、
外
来
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
の
飛
来
軽

減
等
、
目
に
見
え
る
形
で
の
負
担
軽
減

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
か
ら

は
依
然
、
夜
間
騒
音
や
住
宅
地
上
空
に

お
け
る
旋
回
訓
練
に
伴
う
騒
音
に
関
す

る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
な

る
負
担
軽
減
の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
、

普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
絶
対
に
阻

止
す
る
た
め
、
一
日
も
早
い
閉
鎖
・
返

還
と
そ
の
間
の
危
険
性
の
除
去
お
よ
び

基
地
負
担
軽
減
の
早
期
実
現
に
向
け
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。
普
天

間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
土
地
利
用
需
要
見
通
し
の
確
保
と
、

地
権
者
の
土
地
活
用
意
向
把
握
等
と
合

わ
せ
て
計
画
の
具
体
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
、
実
現
性
の
検
証
や
関
係

者
の
合
意
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地

区
の
跡
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
先

端
医
療
機
能
の
集
積
を
図
る
「
国
際
医

療
拠
点
」
の
形
成
を
目
指
し
、
平
成
27

年
７
月
を
目
途
に
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

返
還
後
速
や
か
に
土
地
利
用
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
跡
地
利
用
計
画
の
実
現
化
に

向
け
た
関
係
権
利
者
の
意
向
確
認
な
ど

調
査
業
務
も
実
施
し
ま
す
。
西
普
天
間

住
宅
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

今
後
返
還
さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
跡

地
利
用
計
画
も
見
据
え
な
が
ら
県
内
の

跡
地
利
用
の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
な
る

よ
う
、
国
・
県
お
よ
び
地
権
者
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　
「
未
来
に
向
け
た
平
和
行
政
を
推
進

す
る
」
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
平
和
市
民
啓
発
事
業
と
し
て

戦
後
70
周
年
平
和
祈
念
事
業
を
行
う
と

と
も
に
、
引
き
続
き
被
爆
地
長
崎
へ
の

平
和
学
習
派
遣
事
業
お
よ
び
平
和
学
習

受
入
事
業
等
を
実
施
し
、
平
和
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
編

成
し
ま
し
た
平
成
27
年
度
の
本
市
の
一

般
会
計
予
算
総
額
は
、
３
６
８
億
９
千

７
百
万
円
と
な
り
、
西
普
天
間
住
宅
地

区
の
先
行
取
得
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
対
前
年
度
比
約
6.9
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
と
市
民
生
活
向
上
の
た
め
、

平
成
27
年
度
も
、活
気
あ
る
宜
野
湾
市
・

市
民
が
笑
顔
で
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
宜
野
湾
市
・
元
気
な
ま
ち
宜
野
湾

市
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合

わ
せ
、
市
議
会
と
連
携
し
て
市
政
運
営

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
慎
重
な
る
ご

審
議
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
２
月
26
日 　

　

宜
野
湾
市
長　

佐
喜
眞　

淳

ま　

ち

お
わ
り
に

第
４
章
﹁
持
続
発
展

可
能
な
美
し
い
都
市
﹂

ま  

ち

第
４
章
﹁
持
続
発
展

可
能
な
美
し
い
都
市
﹂

ま  

ち

お
わ
り
に

第
５
章
﹁
平
和
で

発
展
す
る
都
市
﹂

ま  

ち

第
５
章
﹁
平
和
で

発
展
す
る
都
市
﹂

ま  

ち


